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シンポジウム報告

ザ・シンポジウムみなと in 紋別
紋別港の将来を考える
～⽛みなと⽜を核とした交流人口の増加～

日時：令和⚖年⚙月 26 日㈭ 15：00～17：30 場所：紋別市文化会館

1 開会挨拶

魚住 聡
（ザ・シンポジウムみなと実行委員会 委員長）

ザ・シンポジウムみなとは今回で 32 回目を
迎えます。そのうちオホーツク海側での開催
は、今回の紋別市で⚒回目となります。オホー
ツクの地で本シンポジウムを開催するのは当委
員会の悲願であり、今回、開催できますことに
感謝申し上げます。
今回のテーマは⽛⽝みなと⽞を核とした交流人
口の増加⽜です。基調講演では、観光施策等の
地方経済について造詣が深い札幌大学の武者加
苗先生にお話しいただきます。また、パネル
ディスカッションでは、武者先生に加え、宮川
良一紋別市長、北海道立オホーツク流氷科学セ
ンターの大塚夏彦所長、みなとオアシスもんべ

つ運営協議会の竹内珠己代表をパネリストに迎
え、多様な視点からご意見やご提案をいただき
ます。
紋別港のガリヤ地区は、1996 年に⽛氷海展望
塔オホーツクタワー⽜と親水防波堤の⽛クリオ
ネプロムナード⽜が、1999 年にはアザラシの保
護施設である⽛オホーツクとっかりセンター⽜
とベトナムから白い砂を輸入して造った⽛オ
ホーツクホワイトビーチ⽜が完成するなど、多
様な交流施設が集約されています。これらは港
湾の公共事業を活用して整備された、全国でも
珍しい施設です。本日のパネルディスカッショ
ンの議論では、こういった施設を含めた紋別港
の交流拠点としての将来について、方向性を示
すことができれば幸いです。
本日のシンポジウムの成功と参加されました
皆さまのご活躍を祈念し、開会の挨拶とさせて
いただきます。
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2 共催者挨拶

紋別市長

宮川 良一 氏

市制施行 70 周年の記念すべき年に、紋別港
を題材としたシンポジウムを開催していただき
ますことを、心より感謝申し上げます。また、
開催にご尽力いただいた実行委員会の皆さま、
ご来場いただいた多くの皆さまに、厚く御礼申
し上げます。
紋別港はオホーツク海の豊富な水産物の水揚
げはもとより、セメントや木材、石炭、PKS（パー
ムヤシ殻）などを取り扱う重要物流港湾として
整備されてきました。本市の基幹産業である水
産業においては、主力品目のホタテの水揚げが
好調であり、ふるさと納税の返礼品として好評
をいただいております。まさに市内経済を牽引
する地場産業であり、さらなる増産体制の確保

や品質保持、就労環境の改善などを図る観点か
ら、現在、第⚒船溜において整備中である屋根
付き岸壁の完成を心待ちにしているところで
す。
また、本港の観光拠点であるガリヤ地区にお
いて、夏は冷涼な環境の港湾緑地を活用した
キャンプ、冬は流氷観光船⽛ガリンコ号Ⅲ
IMERU⽜での大迫力の流氷体験といったさま
ざまなレジャーを多くの方にご利用いただいて
おり、今後も集中的に整備を進めていく予定で
す。本日のテーマである⽛⽝みなと⽞を核とした
交流人口の増加⽜について、札幌大学の武者加
苗教授をはじめ、有識者の皆さまからご意見を
うかがい、今後の市政運営の参考とさせていた
だきたいと考えております。
結びに、本シンポジウムの成功ならびにご参
集いただいた皆さまのますますのご活躍、ご健
勝をご祈念申し上げ、挨拶とさせていただきま
す。

3 講演⽛紋別港から発信する地域交流増加について⽜

札幌大学地域共創学群経済学系
教授

武者 加苗 氏

本日は⽛紋別港から発信する地域交流増加⽜
というテーマでお話しいたします。
はじめに自己紹介をさせていただきます

（図⚑）。札幌大学の地域共創学郡経済学系の教
授をしており、専門は地域経済学と地方財政で
す。最近の関心事は地域経済の活性化とそれに
対する政府の関わりです。経済活性化やまちづ

くり、まちおこしといったことに、政府がどう
関わっていくのかということにも注目していま
す。本日のお話の中心になるふるさと納税もそ
の一例です。また、クルーズ船の誘致による地
域経済への影響や、オーバーツーリズムなどを
解消する手法として宿泊税にも関心を持ってい
ます。
この講演を受けるにあたり、今年の⚘月に、
紋別市のふるさと納税に関するヒアリングと、
紋別港やみなとオアシスもんべつなどの視察を
させていただきました。そのときに感じたこと
なども交えてお話しいたします。
最初に紋別の魅力についてです（図⚒）。紋
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別で暮らしている方にとっては、当たり前のこ
とかもしれませんが、外から見ると、紋別には
素晴らしい魅力がたくさんあるな、と思いまし
た。その一つが豊かな海洋資源です。最近はホ
タテが非常に有名になっていますが、それ以外
にもカニなどがあります。北海道はホタテ養殖
が盛んで、有名な生産地はたくさんありますが、
紋別の何がすごいかというと、最新の加工場が
あることです。紋別産のホタテを地元で加工
し、食の場に提供する仕組みがあることで、ホ
タテの価値がより高まります。最新の加工場が
できたことによって、さまざまな発展の可能性
が広がると感じました。
また、アザラシも特徴的なコンテンツです。

⽛オホーツクとっかりセンター⽜にある、アザラ
シの保護施設⽛アザラシランド⽜と餌やり体験
などができる⽛アザラシシーパラダイス⽜を見
学したのですが、すぐ間近でアザラシを見るこ
とができ、とても面白いと思いました。特にア
ザラシランドは、けがをしたり弱ったりしたア

ザラシの保護をしているため、たくさんのアザ
ラシが手の届きそうなところにいました。同時
に、アザラシランドは保護施設のため、かわい
いだけではなく、非常に社会的な、公益性のあ
る施設だとも感じました。オランダにもアザラ
シの保護施設があり、ユーチューブで 24 時間
ライブ映像を配信しているのですが、アザラシ
の様子をいつでも見られると、日本で大きな話
題になりました。紋別でも、アザラシの保護や
生態を知ってもらう活動を軸にした取り組みが
できれば、もっと多くの人の関心を引き付けら
れるのではないかと思います。
流氷観光船の⽛ガリンコ号⽜も他にはない魅
力です。冬場の運航だけでなく、夏もさまざま
な体験クルーズなどを行っているそうですが、
さらに活用方法を工夫することで、より強力な
コンテンツになる可能性を感じました。
もう一つの強みが、ふるさと納税の寄付額の
多さです。令和⚕年度は 190 億円で、これは全
国で⚒番目、北海道内の自治体では最大の金額
でした。この財源を使い、より面白いことや魅
力を増やすようなことができるのではないで
しょうか。ホタテという非常に魅力的な返礼品
によって全国から寄付が集まるのだと思います
が、紋別にはホタテ以外にもふるさと納税を増
やせるような価値を持つものがあると感じまし
た。
2022 年度の紋別市の歳入におけるふるさと
納税の割合です（図⚓）。寄付金が 44％で 194
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億円、歳入全体の半分近くがふるさと納税によ
る寄付金となっています。一方、市税は 32 億
円で、市税の⚖倍もの寄付金が全国から集まっ
たということになります。
これはふるさと納税額を住民⚑人当たりに換
算した表です（図⚔）。2023 年度のふるさと納
税額の全国⚑位は宮崎県都城市でしたが、人口
が約 16 万人と多く、⚑人当たりの金額に換算
すると 12 万円程度でした。これが紋別市では
約 83 万円になり、さらに白糠町は 238 万円に
もなります。ふるさと納税額が多い北海道の市
町村は人口が少なく、住民⚑人当たりに換算し
た金額が大きくなる傾向があります。
次に、今後、どのように交流人口を増やして
いくかという話をします。紋別にはたくさんの
魅力がある一方で、さまざまな供給制約がある
ということもわかりました（図⚕）。供給制約
の一つが距離の問題です。札幌からは約 280
km 離れており、車で移動すると約⚔時間かか
ります。札幌から都市間バスが運行されていま

すが、⚑日⚓往復で所要時間は約⚔時間 20 分
です。
オホーツク紋別空港もありますが、残念なが
ら丘珠便や新千歳便がなく、そこがアクセスの
しにくさにつながっていると感じました。一
方、東京の羽田便はあるので、そこは面白いと
思いました。ただ、東京・紋別便は⚑日⚑便で、
滑走路の制約で機体を大きくできないというこ
とでした。
では、そうした供給制約にどう対処していけ
ばよいのでしょうか（図⚖）。一つは、需要を増
やすこと、つまり魅力あるコンテンツをこれま
で以上に発信することです。紋別にはホタテや
アザラシ、ガリンコ号など、人を引き付けるコ
ンテンツがそろっています。その情報を世の中
にうまく発信することで需要を増やし、供給を
増加させるというのが、経済学の基本的な考え
方です。
便利な交通手段を増やすことも重要です。こ
れはなかなか難しいかもしれませんが、例えば、
丘珠空港や新千歳空港から直行便があると、
もっとアクセスしやすくなるでしょう。ローコ
ストキャリア、LCC（格安航空会社）などを活
用し、札幌から直接来られるようにすると、さ
らに交流人口が増えるのではないかと思いま
す。また、都市間バスについても、増便や深夜
便などができると利便性が高まると感じまし
た。
ふるさと納税の活用方法も、もっと工夫でき
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るのではないかと考えています。紋別市は体験
型返礼品が少ないようなので、例えば、ガリン
コ号に乗っていろいろな体験ができるとか、ア
ザラシと触れ合う体験ができるというような体
験型の返礼品を増やしていくと、交流人口の増
加につながるのではないでしょうか。
同時に SNS（会員制交流サイト）を有効に活
用するというのも大切な要素です。アザラシラ
ンドのインスタグラムのフォロワーは、現在 22
万人です。紋別市の人口が約⚒万人ですので、
その 10 倍以上の人たちがアザラシのコンテン
ツを見ているわけです。これはすごいことだと
思います。こういった素晴らしいコンテンツの
魅力をさらに高めて、実際に見てみたいと思わ
せるようにすることが大切なのではないでしょ
うか。SNSはきっかけづくりにはなりますが、
生で見る、実際に体験する面白さにはかないま
せん。例えばライブカメラを使った 24 時間中
継や、非文字の情報、つまり日本語を読まなく
ても理解できるコンテンツがあれば、若い人や
外国人への訴求性が高まりますし、より関心を
集められるのではないかと思います。
次にふるさと納税の活用についてご説明しま
す。とっかりセンターやオホーツクタワーなど
が集積されている海洋公園が、ふるさと納税の
活用には最も適しているように思います
（図⚗）。とっかりセンターに直接寄付をするこ
ともできるそうですが、所得税の控除対象には
なりません。ふるさと納税は寄付控除されるた

め、紋別市へのふるさと納税の使途として、同
センターを指定できるような仕組みをつくると
よいのではないでしょうか。特に、アザラシラ
ンドは日本唯一のアザラシの保護施設のため、
社会的な意義も非常に大きいと思います。現
在、インスタグラムの発信は⽛かわいい⽜とい
う情報が中心のようですが、社会的意義がある
ことや、海洋資源保護などを強調することで、
さらに寄付が集まりやすくなりますし、寄付者
の満足度も高まる制度になるのではないかと考
えます。先ほどお話ししたオランダの保護施設
は、フォロワー数はそれほど多くはないのです
が、寄付につながるような仕組みづくりを上手
にされていますので、そうした事例を参考にさ
れてみてはいかがでしょうか。
また、先ほども少し触れましたが、体験型の
返礼品を増やすことも交流人口を増やす上で有
効な取り組みといえます（図⚘）。なぜ体験型
を推奨するのかというと、実際に紋別に来ない
と返礼品として受け取ることができないからで
す。さらに、ガリンコ号に乗ったり、アザラシ
と触れ合ったりという体験だけではなく、市内
で宿泊したり、ご飯を食べたり、レンタカーを
借りたりというような経済効果も期待できま
す。全国からこれほど多くの寄付を集めている
のですから、もう少し体験型の返礼品があると、
さらに紋別市の魅力を訴求できるのではないか
と思います。他にも、ガリンコ号を活用したホ
タテ漁ウォッチングクルーズや紋別の街並みを
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見るクルーズ、夏の星空を見るクルーズなども
されているということですので、そういったメ
ニューをふるさと納税と結び付けて、体験型返
礼品を充実させると、より経済効果も大きくな
るのではないかと思います。
ふるさと納税について、最近増えている⽛現
地決済型⽜という取り組みをご紹介します
（図⚙）。これは文字通り、ふるさと納税を現地
で支払うというもので、遠軽町では、アウトド
アのアクティビティ体験などに導入していま
す。ふるさと納税の返礼品は寄付額の⚓割まで
と決められていますので、例えば体験費用が
4,500 円の場合、その約⚓倍の⚑万 5,000 円を
その場で支払います。すると遠軽町に寄付をし
たことになり、その返礼品として 4,500 円のア
クティビティができるという仕組みです。こう
した体験型返礼品を生かす取り組みは、今後の
ふるさと納税の利用として増えていくのではな
いかと考えています。他にも、上川町の事例で
は、上川大雪酒造という酒蔵で上川町に寄付を
すると、その⚓分の⚑に該当する日本酒を返礼
品として受け取ることができるようになってい
ます。
通常、ふるさと納税は全国の情報を集めたサ
イトなどを見て、寄付先を選ぶことが多いと思
いますが、実際にそのまちに行き、取り組みや
コンテンツの面白さを知ってから、その場で寄
付をするという方法も可能になっています。こ
れは、あらかじめ紋別市にふるさと納税をしよ

うと思っていた人だけでなく、紋別市に実際に
来て⽛紋別市の取り組みやコンテンツの素晴ら
しさに共感したから寄付をしたい⽜と思う人に
も訴求したり、対応したりできる仕組みですし、
それが本来のふるさと納税のあるべき姿なのだ
と思います。今後は大いに活用できる仕組みに
なっていくと思います。
最後にまとめます（図 10）。紋別市には多く
の魅力的なコンテンツがありますが、情報の受
け手側がそのコンテンツを見つけにくいことが
課題の一つだと思われます。情報が集約されて
いないため、初めて紋別市のことを調べようと
いう人にはわかりにくい印象を受けました。で
きるだけ統一して情報発信を行ったり、情報を
まとめたホームページがあると、よりわかりや
すくなるのではないかと思います。
例えば、オホーツク・ガリンコタワー株式会
社はさまざまな施設を運営していますが、ホー
ムページを見ると、それらの SNS がリンクさ
れていないものもあるようです。とっかりセン
ターのアザラシシーパラダイスとアザラシラン
ドは、それぞれインスタグラムや X で情報発
信をしていますが、検索をしないとそれらの
SNSは見つけられませんでした。また、ガリン
コ号も SNS をまとめて見られるページがない
ようでした。各施設の SNSの一覧を掲載して、
そこからアクセスできるようにすると非常に便
利になるのではないでしょうか。
他にも、24 時間アザラシの映像を配信するラ
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イブカメラなどは、比較的簡単に取り入れるこ
とができますし、そういったものがあれば、見
る側が好きなときに、アザラシのリアルな姿を
見ることができるので、より関心が高まると思
います。SNS には発信する側の意図が含まれ
ますが、24 時間のライブ配信は見る側に選択権
があります。この選択権があることが、見る側
にとっては重要で、自分が見たいときに見られ
る、時間帯によって異なる動物の動きや表情が
見られるということが魅力になるわけです。
先ほど非文字情報の発信を、というお話をし
ました。私は大学で若い学生たちと接していま
すが、若い世代は動画を最も支持しています。
今やインスタグラムですら廃れてきている感が
あります。TikTok やユーチューブのショート
動画を見ていることが多いため、そうした情報

発信をすると若い世代にもアピールできるので
はないかと思います。
さらに交通手段の多様化も大切です。すでに
丘珠空港からの直行便の誘致には取り組まれて
いるそうですが、丘珠空港は便数や滑走路の拡
大などの制約が解消できれば、可能性が広がる
だろうと思います。それに加えて、新千歳空港
便の誘致についても考えられたらよいのではな
いかと思います。また、私は都市間バスが最も
便利な交通手段だと感じていますので、今後、
増便されることを期待しています。
こうした話題について、この後のパネルディ
スカッションで他のパネリストの方と議論をし
ながら、さらに考えていきたいと思います。ご
静聴ありがとうございました。

4 パネルディスカッション⽛紋別港を核とした研究と
観光による交流人口増加の取組について⽜

○渡辺 本パネルディ
スカッションでは⽛紋
別港を核とした研究と
観光による交流人口増
加の取組について⽜を
テーマに、紋別港の今
後の課題や将来像につ
いて議論を交わしてい
ただきます。最初に紋
別港の概要について、
紋別市建設部長若原喜直さんよりご説明いただ
きます。

○若原 紋別市はオホーツク海沿岸のほぼ中央
に位置し、夏は涼しく、ホタテやサケ・マスな
どの海の幸が豊富な街です（図⚑）。港の主要
施設は、第⚑船溜から第⚑・第⚒埠頭が主に水
産物を荷揚げする漁港区、第⚓埠頭はバイオマ

ス発電所が稼働する商
港区、ガリヤ地区と呼
ばれる港南地区が観光
施設の集中する修景厚
生港区となっています
（図⚒）。
紋別港は大正時代よ
り港湾整備が始まり、
1975 年に重要港湾に
指 定 さ れ ま し た
（図⚓）。また、1996 年よりオホーツクタワーな
ど、ガリヤ地区の施設が開設され、翌年、観光
の目玉であるガリンコ号Ⅱが就航。2021 年に
はガリンコ号Ⅲが就航しました。また、2018 年
には⽛みなとオアシス Sea 級グルメ全国大会⽜
が開催され、同年、日本港湾協会の⽛ポート・
オブ・ザ・イヤー⽜を受賞しています。
紋別港の取り扱い貨物量は、水産品の水揚げ
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など、内貿は安定していますが、コロナ禍以降、
石炭や PKS などの輸入が価格高騰に伴って停
滞し、近年の総取扱量は 30 万トン前後となっ
ています（図⚔）。
次に、本市の主力産業である漁業の 2022 年
の実績です（図⚕）。オホーツク管内の主要な
水産品であるホタテやサケ・マス類などが上位
となっています。
第⚓埠頭の利用状況ですが、バイオマス発電
所の前面が水深 12 m 岸壁となっており、PKS
や石炭などの補助燃料を輸入・荷揚げしていま

す（図⚖）。
現在、第⚒船溜西物揚場で整備されている屋
根付き岸壁は順調に工事が進んでおり、本年 11
月には全⚗棟、210 mが完成予定です（図⚗）。
当市の主な交流施設はガリヤ地区に集中して
います（図⚘）。観光客数はコロナ禍の影響で
一時期大きく落ち込みましたが、2023 年にはコ
ロナ禍前に迫るまでに回復しました（図⚙）。
今後はこの数字をさらに上乗せできるように取
り組んでいきたいと考えています。
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パネリスト
みなとオアシスもんべつ
運営協議会 代表
竹内 珠己 氏

○渡辺 次に、紋別港でさまざまな取り組みを
されている、みなとオアシスもんべつ運営協議
会代表の竹内さんに、これまでの活動や紋別港
の強みなどについてお話しいただきます。

○竹内 みなとオアシ
スもんべつは 2014 年
⚑月に、道内で⚘番目
のみなとオアシスとし
て登録されました。海
洋交流館を中心に複数
の交流拠点があり、多
くの団体や企業などの
支援を得て運営してい
ます。
紋別港の観光の強み
は流氷観光ができることです。また、夏は涼し
く、避暑地として滞在していただくことも可能
です。ホタテやカニなど、海産物が豊富で、周
囲には雄大な自然もあります。私はカナダにも

負けないような、手つかずの自然が残る⽛ラス
トフロンティア⽜だと考えています。海の近く
でキャンプ体験ができる⽛マリンピング⽜施設
を有し、家でも学校や職場でもない第三の居場
所⽛サードプレイス⽜としても注目されていま
す。
当協議会では紋別の魅力を全国に PRするこ
とを目的に、2014 年より⽛みなとオアシス Sea
級グルメ全国大会⽜に参加してきました（写真⚑）。
2018 年には第 11 回大会を誘致し、紋別港にお
いて開催。私たちが出品した⽛ホタテみそ焼き
うどん⽜がグランプリを受賞し、紋別の名前を
全国に広く発信することができました。

○渡辺 他にはどのような取り組みがあります
か。

○竹内 市制 60 周年を迎えた 2014 年から、親
水防波堤クリオネプロムナードで、子どもたち
が吹奏楽の演奏を披露する⽛ウォーターフロン
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図⚘ 写真⚑

図⚗ 図⚙



パネリスト
北海道立オホーツク流氷
科学センター 所長
大塚 夏彦 氏

トフェスティバル⽜というイベントを開催して
います（写真⚒）。また、港を心安らぐ場所とし
て整備する活動や（写真⚓）、⽛遊びたガリヤフェ
スティバル⽜というイベントへの協力なども
行っています（写真⚔）。他にも、イルミネー
ションを⚒月の⚑カ月間点灯し、冬季の集客力
強化を図っています（写真⚕）。

○渡辺 イベント以外の取り組みではどのよう
なものがありますか。

○竹内 クルーズ船の誘致に取り組んでいま
す。まず、紋別市の魅力を宣伝することから始
め、中国語、英語、日本語の⚓カ国語でパンフ
レットを作りました。先日は函館港でアメリカ
のクルーズ船を見学しましたが、非常に大きく、
紋別港がそうした大型の船に対応できるのかが
課題だと感じました。また、女満別空港を利用
して知床方面に向かう観光客を紋別に呼び込む
策として、超高速旅客船のジェットフォイルを

導入できないかという検討も行っています。

○渡辺 次にオホーツク流氷科学センター所長
の大塚さん、研究分野での取り組みや紋別港の
強みについてお話しください。

○大塚 紋別について
語る前に、北極の話を
します（図 10）。北極
は地球全体の⚔倍の速
さで温暖化が進んでお
り、いろいろな環境変
化が起きています。紋
別は流氷の南限に位置
しているのですが、端
というのは少しの変化
でも大きな影響を受け
やすく、すでに紋別やオホーツク沿岸地域は地
球規模の大きな変化にさらされています。そう
したオホーツク海の研究フィールドとしての希
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パネリスト
紋別市長
宮川 良一 氏

パネリスト
札幌大学地域共創学群
経済学系 教授
武者 加苗 氏

少性に着目し、北海道大学の低温科学研究所と
北極域研究センターが、紋別市および流氷科学
センターと連携協定を結びました。北極や寒冷
地の研究を、紋別や地域の問題に関わる活動に
までつなげる取り組みを始めています（図 11）。

○渡辺 宮川市長、北極研究は紋別が最先端地
なのですね。

○宮川 北極や寒冷地
の研究において、北海
道大学と本市は長年に
わたり協力体制を築い
てきました。北極域研
究センターとの共催に
よる⽛北方圏国際シン
ポジウム⽜などを通し、
市民との情報共有も
図っていただいてお
り、連携協定の締結によって、こうした活動が
さらに活発になることを期待しています。

○渡辺 紋別港の概要がわかったところで、こ
こからは、今後、紋別港が人が集まる場所にな
るために必要なことや課題について伺います。
竹内さんはどのような取り組みがあると思われ
ますか。

○竹内 海辺での少し贅沢なキャンプ⽛マリン

ピング⽜を楽しめるエリアとして、ガリヤ地区
を整備することは、とても有効だと思います。
ガリヤ地区の港湾緑地はオートキャンプも可能
で、夏には多くの人が利用します。⽛ゲルキャ
ンもんべつ⽜という大型のゲルテントに宿泊で
きる施設もあり、当協議会ではさらに魅力を高
めるため、昨年サウナテントを寄贈しました。
キャンプは訴求力が高い取り組みだと思います
し、新たな雇用の創出にもつながるのではない
でしょうか。また、先ほどお話ししましたが、
観光客を紋別に引き寄せるため、将来的には
ジェットフォイルを自分たちで運営することも
考えています。

○渡辺 武者さんは竹内さんの話を聞いてどう
思われますか。

○武者 視察の際、ゲ
ルキャンなども見せて
いただきましたが、道
外ナンバーの車でいっ
ぱいでした。道外の
キャンパーが多いとい
うことは、交流人口の
増加にはつながってい
ますが、キャンプだけ
で⚑年を通して人を呼
ぶのは難しいと感じま
した。やはり夏と冬、それぞれのコンテンツを
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組み合わせて、平均的ににぎわいをつくる必要
があると考えています。交流人口を増やすとい
うことは、同時にそれを支える人たちの仕事も
確保するということになります。年間を通じて
人を呼ぶということが、働き場所をつくるとい
う意味でも必要なのではないかと思います。

○渡辺 竹内さんは武者さんの話を聞いてどう
思われますか。

○竹内 その通りだと思います。⚑年を通して
人を呼べるようにするには、長期的展望から紋
別港の将来像をしっかりと描き、紋別市や関係
する団体などと共に知恵を出し合ったり、理念
を共有したりしながら、一体となって課題に取
り組むことが必要だと考えています。

○渡辺 宮川市長は、地域振興や外から人を呼
ぶ取り組みについてどのように考えています
か。

○宮川 地域の活性化は非常に重要な施策だと
捉えています。本市には氷海展望塔オホーツク
タワーやアザラシの保護施設、ドリル型のスク
リューを持つガリンコ号など、日本唯一のもの
がたくさんあります。それらの魅力や価値を見
直し、活用していかなければならないと感じま
した。また、ガリヤ地区に人が集まることで、
市全体に経済効果をもたらすことも大切です。
お話にもあったように、近年はキャンプをする
人が増えていて、市内で入浴をしたり、買い物
をしたりという波及効果が期待できますので、
そこを伸ばしていきたいと考えています。
当市では活性化策の一つとして避暑地化を掲
げています。近年は宿泊施設の不足が課題と
なっていますが、それを補うため、街中にゲス
トハウスを設けたり、ガリヤ地区に宿泊施設を
造ることも必要になるだろうと思っています。

○渡辺 大塚さんはガリヤ地区の今後について
どのように考えていますか。

○大塚 ガリヤ地区にある第⚓防波堤の計画か
ら設計まで関わったため、特別な思い入れを
持っています。近年、大学には社会課題の解決
につながるような研究活動が求められるように
なりました。紋別市と連携しながら、このガリ
ヤ地区で氷海研究や北極域研究を強化したいと
考えています。また、研究だけでなく、地域の
小中学生や高校生に最先端の情報を提供するこ
とで、次の世代を担う人材を育てていきたいと
思います。
新しい話題としては、海洋研究開発機構

（JAMSTEC）が建造している北極海の砕氷研
究船が 2026 年度に就航します。その砕氷試験
を紋別市で行ってほしいと関係者に声をかけて
います。紋別港がそうした活動の支援拠点にな
ることができれば、市民の皆さんに地球環境や
氷海域の問題にもっと関心を持ってもらえるで
しょうし、研究者も新しい研究フィールドや研
究課題を見つけて、地域と一緒に活動できる可
能性が広がるのではないかと考えています。

○渡辺 具体的にはどのような取り組みが考え
られますか。

○大塚 すでに行っている取り組みをいくつか
ご紹介します（図 12）。この資料の左側にある
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のが氷海展望塔オホーツクタワーの屋上の写真
です。紋別市と連携した取り組みとして、パラ
ボラアンテナやレーダーなど、さまざまな観測
機器を設置し、多くの研究者が氷海域研究を
行っています。右側は流氷科学センターとオ
ホーツク・ガリンコタワー株式会社が共同で
行っているイベントで、ガリンコ号でプランク
トン観察クルーズをしたり、星空観察クルーズ
をしたりしています。科学と市民との距離を近
づけて、将来は理科の道に進もうという子ども
が増えてくれればいいなと考えています。ま
た、地球規模の環境変化に対して、正しい知識
を持ってもらうという狙いもあります。

○渡辺 子どもたちに科学を身近に感じても
らったり、紋別のすごさを実感してもらったり
する機会になりますね。

○大塚 外から来る人に紋別の魅力を発信する
には、地元の人が紋別の楽しさや価値を知るこ
とが大切だと思います。

○渡辺 地元の人が楽しいと感じることが魅力
ある情報発信につながるということですね。武
者さんは情報発信についてどう思われますか。

○武者 先ほどの講演でも述べましたが、オ
ホーツク・ガリンコタワーが運営する施設の
SNS をまとめたページを作ってほしいと思い
ます。また、観光客の多くがインターネットで
情報を探すはずなので、オホーツク・ガリンコ
タワーのホームページに紋別観光協会のホーム
ページへのリンクがあるとよいのではないで
しょうか。

○渡辺 今は SNS を活用する人が多いので、
もっとわかりやすく情報が整理されると便利に
なりますね。

○武者 今の大学生は、ホームページではなく
インスタグラムから情報を探しています。アザ
ラシランドのインスタグラムはフォロワー数が
非常に多いのですが、アザラシの情報しかなく、
それ以外の紋別のコンテンツにはなかなかつな
がりません。22 万人もフォロワーがいるのは
すごいことなので、そこを軸に発展できるよう
な仕掛けがあるといいのではないかと思います。

○渡辺 宮川市長は今の話を聞いてどう思われ
ましたか。

○宮川 今は SNS の時代なのだということを
ひしひしと感じました。これからは SNS を有
効に活用するように意識を変えていかなければ
なりませんね。

○渡辺 竹内さんは、紋別港の将来はどうある
べきだと思われますか。

○竹内 水産業の街として、自然環境の変化に
対応していく必要があると思います。漁業のあ
り方もそうですし、地球温暖化対策にも取り組
んでいかなければなりません。例えば、水素燃
料の研究が進んでいますが、将来的には漁船へ
の導入が可能になり、CO2の排出削減に結び付
くことを期待しています。そうした紋別港の方
向性や目指す姿をみんなで話し合い、共有して
いくことが大切だと考えています。

○渡辺 大塚さんは紋別港の将来像をどのよう
に描いていますか。

○大塚 ハード面の改善だけでなく、活用方法
のアイデアを出すことも必要だと思います。海
外の港町には、きれいなところや面白い取り組
みをしているところがたくさんあります。そう
いう港町をお手本にしてみるのもいいと思いま
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す。また、若い人や市民がサーフィンやヨット
などのマリンスポーツを気軽に楽しめるような
環境があると、港の魅力が高まるのではないで
しょうか。

○渡辺 紋別でのマリンスポーツの状況はどの
ようになっていますか。

○宮川 以前はヨットの大会が行われていまし
た。今はボードの上に立ってパドルで水をこぐ
SUP（サップ）をする人が増えているようです。

○渡辺 そうしたレジャーができると楽しそう
ですね。先ほど、竹内さんからクルーズ船の話
題が出ましたが、武者さんは紋別港の可能性に
ついてどう考えますか。

○武者 市にお聞きしたところ、14 万トン級の
大きなクルーズ船は難しいけれど、⚗万トン程
度であれば対応できるということでした。つま
り⽛飛鳥⽜のような、小さくて単価が高い富裕
層向けのクルーズ船であれば、紋別でも受け入
れられるということです。
これはクルーズ船の長所でもあり、短所でも
あるのですが、クルーズ船はホテルやレストラ
ンの機能を備えているので、市内の宿泊施設や
飲食店が不足していても、クルーズ客を受け入
れることができます。重要なのは、まちの規模
に合った船をいかに誘致できるかということで
す。また、小さなクルーズ船の乗客は富裕層で
非常に目が肥えているので、その人たちを満足
させられるような観光コンテンツをいかに提供
するかだと思います。

○渡辺 最近、中国の観光客の方のニーズは、
爆買いから体験型へと移っているそうです。竹
内さん、紋別で体験するとしたら、何がお勧め
ですか。

○竹内 ガリンコ号に乗ってホタテ漁を見学す
るホタテ漁ウォッチングクルーズです。私も一
度乗ってみたいと思っています。地元の人間で
もそう思うほどですから、とても珍しい体験が
できるのではないでしょうか。

○武者 私も乗りたいと思いました。特にク
ルーズ船の乗客は、船や乗り物が好きな人が多
いので、寄港地で別の船に乗り換えるという体
験型コンテンツは人気を得るのではないかと思
います。

○渡辺 大塚さん、そうした体験型のコンテン
ツに流氷科学センターが協力できることはあり
ますか。

○大塚 流氷科学センターの専門性を生かし、
紋別の魅力や価値を解説したり、お勧めしたり
することはできると思います。また、先ほどご
紹介した星空観察クルーズなどのイベントも、
有力な体験型コンテンツになるのではないで
しょうか。流氷の時期以外に、ある程度安定的
に人を集められるような企画ができるといいで
すね。多くの場合、人は陸から海を見ますが、
海から陸を見るという経験はとても新鮮に感じ
るはずです。

○渡辺 武者さん、紋別にはいろいろな可能性
がありますね。

○武者 私も、海から陸を見るのはとても楽し
い経験になると思います。紋別は漁業のまちな
ので、夜間に漁船の明かりを見るクルーズ観光
などをしても面白いのではないでしょうか。

○渡辺 紋別港の目指すべき将来像や取り組み
についてはどう考えられていますか。
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○武者 ホタテは今後も大きなコンテンツにな
ると思います。ふるさと納税のホタテの返礼品
で紋別のことを知った人が、ホタテの漁を見た
いとか、ホタテでどういうまちづくりをしてい
るのかを知りたいと思うかもしれません。おい
しいホタテが水揚げされる紋別港、というイ
メージで売り出していくのもいいと思います。

○渡辺 あとはアザラシですね。

○武者 そうですね。私も⚘月に初めて紋別に
来て、こんなにかわいくて癒やされるものがあ
るのだと知りファンになりました。同じような
ことを考えている人が 22 万人もいるので、紋
別港の魅力あるコンテンツとして、これから大
きく伸びるだろうと期待しています。講演で紹
介したオランダの施設は、日本で話題になった
ことに即座に反応して、オランダ語と英語に加
え日本語でも情報発信をしています。日本語は
AI に読ませているようで、不自然なところも
あるのですが、すぐに対応したことがすごいと
思いました。そうした柔軟で迅速な対応をでき
るのが SNS の強みなのです。アザラシランド
もAI などを活用して、英語や中国語、韓国語
などで情報発信をされると可能性がさらに広が
るのではないでしょうか。

○渡辺 宮川市長、紋別のいいところを外に向
けて発信することが重要ですね。

○宮川 ご指摘のように、紋別は発信力が非常
に弱いと考えています。さまざまな部門や組織
がそれぞれに情報発信していて、それをまとめ
きれていないことも課題の一つだと捉えていま
す。

○渡辺 皆さんからさまざまなご意見やご提言
が出されました。宮川市長、最後にこれからの

紋別港についてお話しください。

○宮川 漁港区では屋根付き岸壁が本年 11 月
に完成予定です。それにより HACCP 対応の
港になります。今後も老朽化対策などを継続的
に図り、漁業者にとって使いやすい港の整備を
進めていきます。一方で懸念しているのが、劇
的な温暖化による海の環境変化です。海水温の
上昇がホタテの生産量にも大きく影響するため
非常に注視しています。

○渡辺 そうした自然環境の変化を食い止める
取り組みはされていますか。

○宮川 漁港区ではCO2対策として、燃料消費
率を約 20％削減できる省エネタイプの漁船へ
の更新を進めています。現在、ホタテ操業船は
13 隻、サケ・マスの定置網漁船については⚔隻
のうち⚓隻が更新済みで、来年には残る⚑隻も
更新予定です。また、商港区にある木質バイオ
マス発電所では、オホーツク地域の山林から発
生する未利用材（使われない木材）などを活用
して発電を行っており、実質的なCO2排出がゼ
ロというカーボンニュートラルを実現していま
す。

○渡辺 皆さんからお話のあったガリヤ地区の
状況はいかがですか。

○宮川 ガリヤ地区では来春にガリンコ号Ⅱの
運航が終了し、Ⅲの IMERU1 隻になる予定で
す。Ⅱは釣りのクルーズが大変好評だったので
すが、Ⅲは船体が大きく釣りをするには適して
いないため、来年以降は釣りクルーズができな
くなります。
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○渡辺 釣りクルーズに代わるものはあるので
すか。

○宮川 現在、単発で行っているホタテ漁
ウォッチングクルーズなどを定期運航にできな
いかと考えています。また、先ほど武者さんか
ら出た夜のクルーズも面白そうだなと感じまし
た。来年度以降のガリンコ号の活用方法につい
ては、今後も検討を重ねていきます。
オホーツクタワーは完成から 28 年が経ち、
修繕時期を迎えています。今後も安心して利用
していただけるように修理を進めるとともに、
そこにつながる第⚓防波堤のクリオネプロム
ナードについても、年間を通して楽しみながら
歩いてもらえるような工夫をしたいと考えてい
ます。
紋別港に人を呼ぶための新たな方策として着
目しているのがホワイトビーチの活用です。今
後は海水循環などの専門的な調査を行い、磯遊
びやカヌー、SUPなどができるビーチにしたい
と考えています。一方、利用者が増加している
港湾緑地を活用したキャンプについては、利用

マナーの徹底や利用料金の徴収などを検討する
必要があると感じています。また、ゲルキャン
はロケーションが素晴らしく、こうした施設が
増えるとホテル不足の解消にもつながり、本市
の魅力がより高まるのではないかと思います。
地球温暖化の進行は、流氷観光や水産業を柱
とする本市にとっては逆風です。しかし、海氷
が減退することによって北極海航路の研究や活
用が広がり、冬季でも漁業や物流が活発にでき
るようになる可能性もあります。そうした変化
も見据えながら、紋別ならではの魅力を生かし、
多くの人を呼び込むことができる港づくりを進
めていきたいと考えています。

○渡辺 ありがとうございました。皆さんのお
話から、紋別には唯一無二の魅力がたくさんあ
ることがわかりました。また、その魅力をさら
に生かすための体制づくりや市民との連携な
ど、貴重なご提言もいただきました。本日のパ
ネルディスカッションが今後の紋別港の発展や
地域の活性化、魅力の向上につながることを
願っています。
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付録A ザ・シンポジウムみなと in 紋別 開催案内

オホーツクタワーオホーツクタワー パーム椰子殻陸揚パーム椰子殻陸揚港南緑地イルミネーション港南緑地イルミネーション

屋根付き物揚場 
ホタテ陸揚
屋根付き物揚場 
ホタテ陸揚

港南地区ウォーターフロントフェスティバル港南地区ウォーターフロントフェスティバル

冬のガリンコ号運航冬のガリンコ号運航

◎主　催／「ザ・シンポジウムみなと」実行委員会：北海道経済連合会、（一社）北海道商工会議所連合会、北海道港湾協会、（一社）寒地港湾空港技術研究センター、（一財）港湾空港総合技術センター、北海道、国土交通省北海道開発局
◎共　催／紋別市、紋別港振興協議会 
◎協　賛／（一財）北海道開発協会、（一社）北海道開発技術センター、北海道港湾振興団体連合会、北海道港湾空港建設協会、北海道ポートエンジニアリング協会、NPO法人北海道みなとの文化振興機構
◎後　援／朝日新聞北海道支社、毎日新聞北海道支社、読売新聞北海道支社、北海道新聞社、NHK北見放送局、HBC北海道放送、STV札幌テレビ放送、HTB北海道テレビ、UHB北海道文化放送、TVhテレビ北海道

シンポジウム参加者は、土木学会継続教育（CPD）
プログラムとして認定されます。

https://cpd.tc-entry.net/

お問合せ先
参加申込先

「ザ・シンポジウムみなと
　　　　　実行委員会事務局」

一般社団法人 寒地港湾空港技術研究センター
総務部　　TEL 011-747-1688

講　演

紋別港から発信する
地域交流増加について

札幌大学地域共創学群　経済学系　教授

武者 加苗  氏

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

フリーアナウンサー
元HBCアナウンサー

渡辺 陽子 氏

紋別港を核とした研究と観光による
交流人口増加の取組について

パネルディスカッション

パ
ネ
リ
ス
ト

札幌大学
地域共創学群　
経済学系　教授

武者 加苗 氏

北海道立オホーツク
流氷科学センター所長

大塚 夏彦 氏

9 26月令和
6年 日木15:00-17:30
会場：紋別市文化会館
 紋別市幸町 3丁目1番 8号
 アクセス（https://mombetsu.jp/education/?content=284）

紋別港の将来を考える
～「みなと」を核とした交流人口の増加～
紋別港の将来を考える
～「みなと」を核とした交流人口の増加～

ザ・シンポジウム

in

みなとパネル展みなとパネル
主催／NPO法人 北海道みなとの文化振興機構

同時開催
ぽーとん べいくりん
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プログラム

時　　間 内　　容

15:00～15:10 開 会 あ い さ つ 　ザ・シンポジウムみなと実行委員会委員長　　  魚住　　聡
　紋別市長 宮川　良一 氏

15:10～15:50 講　　　　　　　 演

紋別港から発信する地域交流増加について
 　札幌大学地域共創学群　経済学系　教授　武者　加苗 氏

15:50～16:00 休　　　　  憩

16:00～17:30 パネルディスカッション 　

テーマ    紋別港を核とした研究と観光による 
交流人口増加の取組について

パネリスト
　⃝紋別市長　 宮川　良一 氏

　⃝みなとオアシスもんべつ運営協議会　代表　 竹内　珠己 氏

　⃝札幌大学地域共創学群　経済学系　教授　 武者　加苗 氏

　⃝北海道立オホーツク流氷科学センター　所長　 大塚　夏彦 氏

コーディネーター
　⃝フリーアナウンサー、元HBCアナウンサー　 渡辺　陽子 氏

17:30 閉　　　　　　　  会

● 武者加苗 氏
　◦2017年　札幌大学地域共創学群　経済学系　教授
　◦（公職） 北海道開発事業評価審議委員会委員、 

北海道庁政策評価委員会委員等

● 宮川良一 氏
　◦1990年　紋別市議会議員（4期）
　◦2005年　紋別市長（現在5期目）

● 竹内珠己 氏
　◦㈱グローバル・ポート・ダイニング　取締役専務
　◦（公職） 国際ソロプチミスト紋別　会長、 

内閣府地域活性化伝道師等

● 大塚夏彦 氏
　◦2016年　北海道大学北極域研究センター　教授
　◦2024年　北海道立オホーツク流氷科学センター　所長

● 渡辺陽子 氏
　◦1989年　北海道放送（HBC）アナウンサーとして入社
　◦2013年　HBC退社後、フリーアナウンサー

登壇者の略歴

令和6年9月26日（木）
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付録B ザ・シンポジウムみなと in 紋別 写真

共催者挨拶
紋別市長 宮川 良一 氏

開会挨拶
ザ・シンポジウムみなと実行委員会 委員長 魚住 聡
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パネルディスカッション

講演
札幌大学地域共創学群経済学系 教授 武者 加苗 氏
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パネリスト
札幌大学地域共創学群
経済学系 教授

武者 加苗 氏

パネリスト
紋別市長

宮川 良一 氏

パネリスト
みなとオアシスもんべつ
運営協議会 代表

竹内 珠己 氏

コーディネーター
フリーアナウンサー

渡辺 陽子 氏

パネリスト
北海道立オホーツク流氷科学
センター 所長

大塚 夏彦 氏
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会場の様子

同時開催した⽛NPO法人 北海道みなとの文化振興機構パネル展⽜
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新聞記事：北海道新聞 2024 年（令和⚖年）10 月 26 日


